
患者氏名 主治医： 受け持ち看護師：

月日

項目

検査

活動・安静度

食事

清潔

この経過表は入院から退院までのおおよその経過をお知らせするものです。 宮崎大学医学部附属病院
諸所の理由で経過通りにいかない場合もありますことをご了承ください。

骨髄穿刺・腰椎穿刺を受ける患者さんへ

患者様及びご
家族への説明
栄養指導
服薬指導

達成目標

治療・薬剤
(点滴・内服)

・処置
・リハビリ

排泄

／
2日目（退院）

入院生活について理解できる
検査を受けることができる

穿刺部に問題がない
（出血、発赤、腫脹、穿刺部痛など）

点滴を開始します
検査後、覚醒し医師の許可が出たら点滴を終了します

検査中に鎮静剤を使用するため検査後はSpO2モニターを装着します

前日に穿刺した部分のガーゼを外し消毒を行います
（医師の許可がある場合は前日行うこともあります）

採血があります
（点滴も同時に開始となります）

点滴開始後に処置室で
マルク・ルンバール検査を行います

／
1日目（入院）

検査の前にトイレに行きましょう 制限はありません

病棟の案内をします

検査の説明をします 次回受診日について説明します

検査によって安静度が異なりますので、検査後は
医師の指示があるまでベッド上で過ごしましょう

制限はありません

検査後はしっかりと覚醒した後に食事を取ります 制限はありません

検査後に医師の許可が出た場合は
シャワー浴を行うことができます


